
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電話回線との接続を制御するネットワークコントロールユニットを含んで構成され、ナ
ンバー・ディスプレイ機能とダイヤルイン機能 遂行する通信端末装置において、
　前記ネットワークコントロールユニットは、

モデ ダイヤルイン処理部を備え、該モデムダイヤルイン処理部
は、停電制御手段としてのＣＰＵ（５１）と、該ＣＰＵ（５１）に接続されて

の設定及び解除を行うためのダイヤルインスイッ
チ回路

を含み、前記 は、前記ナンバー・ディスプレイ機能が設定さ
れてなく、尚かつ、ダイヤルイン機能が設定されている場合に停電が発生したときに

ックアップ電源から供給される電源によって
を行 、ナンバー・ディスプレイ機能とダイヤルイン機能とが共に設

定されている場合に停電が発生したときには
を行わない 通信端

末装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
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とを
前記ナンバー・ディスプレイ機能とダイヤ

ルイン機能とを遂行する ム
ナンバー・

ディスプレイ機能とダイヤルイン機能と
と、前記ＣＰＵ（５１）に接続されて停電時に該ＣＰＵ（５１）に電源を供給する

バックアップ電源と、前記ＣＰＵ（５１）に接続されて呼出音を鳴動させるための鳴動部
と モデムダイヤルイン処理部

は前
記ＣＰＵ（５１）がバ 前記鳴動部を鳴動させ
る制御 うように処理し

前記ＣＰＵ（５１）がバックアップ電源から
電源を供給されることなく前記鳴動部を鳴動させる制御 ように処理する



本発明は、ファクシミリ装置等に代表される通信端末装置に関し、より詳しくは、いわゆ
るモデムダイヤルイン機能を備えた通信端末装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
近年、いわゆるナンバー・ディスプレイ（発信電話番号表示）サービスが普及しつつある
。このナンバー・ディスプレイ機能を有するファクシミリ装置においては、発信側の電話
番号が表示されるため、受信者は、誰からの電話であるかが電話に出る前に分かる。一方
、発信者は、電話をかけた受信者に安心して電話に出てもらえる。
【０００３】
他方、従来より、いわゆるダイヤルインサービスが普及している。受信側のファクシミリ
装置がダイヤルイン機能を有する構内交換機（ＰＢＸ）を備えていれば、発信者は、その
構内交換機を介して、直接所望の電話番号に発呼することができる。しかも、停電時であ
っても、ダイヤルイン機能を有効に発揮させるために、バックアップ電源を備えたファク
シミリ装置もある。
【０００４】
さらに、ナンバー・ディスプレイ機能とダイヤルイン機能とを備えた、いわゆるモデムダ
イヤルイン機能を有するファクシミリ装置もある。
ところで、ダイヤルイン機能を備えたファクシミリ装置において、ダイヤルイン機能を発
揮させるためには、回線を接続して、直流ループを閉結するなどの制御をしなければ、交
換機からのプッシュトーン信号を受信することができない。このため、ダイヤルイン機能
を備えたファクシミリ装置においては、停電時においても、電話回線が切断されることが
ないようにバックアップ電源を用いて、直流ループを閉結させている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、モデムダイヤルイン機能を備えたファクシミリ装置は、停電時において、
一次応答信号を交換機に対して送出しなくても、所定時間経過するのを待てば、交換機か
ら呼出信号が送信されてくるため、バックアップ電源を用いて、回線を接続して、直流ル
ープを閉結するなどの制御の必要がない。このため、停電時にスイッチ等を用いて、バッ
クアップ電源を機能させる構成にあっては、このスイッチを操作する必要がなく、逆に、
このスイッチが操作されると、バックアップ電源の電力が無駄に消費されることにもなる
。
【０００６】
加えて、ナンバー・ディスプレイとダイヤルインとを併用する場合であって、停電が発生
した時に、このスイッチを操作すべきなのか操作しなくて良いかを、使用者が判断するこ
とは困難であった。
【０００７】
本発明は、このような問題点に着目してなされたものであって、その目的は、ナンバー・
ディスプレイとダイヤルインとを併用する場合であっても、何ら操作することなく、停電
時の処理を適切に行うことが可能な通信端末装置を提供することにある。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　上記の目的を達成するために、請求項１に記載の発明では、電話回線との接続を制御す
るネットワークコントロールユニットを含んで構成され、ナンバー・ディスプレイ機能と
ダイヤルイン機能とからなるモデムダイヤルイン機能を遂行する通信端末装置において、
　前記ネットワークコントロールユニットは、

モデ ダイヤルイン処理部を備え、該モデムダイヤルイン処理部
は、停電制御手段としてのＣＰＵ（５１）と、該ＣＰＵ（５１）に接続されて

の設定及び解除を行うためのダイヤルインスイッ
チ回路
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前記ナンバー・ディスプレイ機能とダイヤ
ルイン機能とを遂行する ム

ナンバー・
ディスプレイ機能とダイヤルイン機能と

と、前記ＣＰＵ（５１）に接続されて停電時に該ＣＰＵ（５１）に電源を供給する
バックアップ電源と、前記ＣＰＵ（５１）に接続されて呼出音を鳴動させるための鳴動部



を含み、前記 は、前記ナンバー・ディスプレイ機能が設定さ
れてなく、尚かつ、ダイヤルイン機能が設定されている場合に停電が発生したときに

ックアップ電源から供給される電源によって
を行 、ナンバー・ディスプレイ機能とダイヤルイン機能とが共に設

定されている場合に停電が発生したときには
を行わない 。

【００１１】
なお、以下に述べる発明の実施の形態において、特許請求の範囲または課題を解決するた
めの手段に記載の「停電ダイヤルイン処理手段」及び「停電モデムダイヤルイン処理手段
」はモデムダイヤルイン処理部５０に相当し、同じく「停電制御手段」はサブＣＰＵ５１
に相当し、同じく「通電制御手段」はＣＰＵ２１に相当する。
【００１２】
【発明の実施の形態】
以下に、本発明を具体化した一実施形態を図面を用いて説明する。
図１に示すように、ファクシミリ装置１１は、ファクシミリ通信動作を行うファクシミリ
装置本体１２と、電話回線Ｌ（Ｌ１，Ｌ２）との接続を制御するＮＣＵ（ネットワークコ
ントロールユニット）１３と、通信相手との間で通話を行うための付属電話機１４とを有
している。また、ファクシミリ装置１１には図示しないケーブルを介して子電話機１５が
接続されている。その結果、この子電話機１５によっても通信相手との間で通話を行うこ
とができる。
【００１３】
ここで、まずファクシミリ装置本体１２の構成について説明する。
ＣＰＵ２１は、ファクシミリ装置１１を構成する各部の動作を制御する。ＲＯＭ２２は、
ファクシミリ装置１１を制御するために必要な各種のプログラム等を記憶している。ＲＡ
Ｍ２３は、ＣＰＵ２１の演算処理に必要なデータ等の各種情報を一時的に記憶する。
【００１４】
読取部２４は、原稿上の画像データを読み取って、白黒２値のイメージデータを出力する
。記録部２５は、電子写真方式のプリンタよりなり、受信画データやコピー動作において
、読取部２４にて読み取られた原稿の画データを記録紙上に記録する。
【００１５】
操作部２６は、ナンバー・ディスプレイを設定するためのナンバー・ディスプレイ設定キ
ー２６ａを備えている。また、操作部２６は、電話番号やＦＡＸ番号等を入力するための
テンキー（＊，＃キーを含む）、短縮番号の登録、短縮番号から発信するための短縮キー
、原稿の読み取り動作を開始させるためのスタートキー、「通信（ＦＡＸ）」動作又は「
コピー」動作を設定するための通信（ＦＡＸ）／コピーキー等の各種操作キーを備えてい
る。ＬＣＤ等よりなる表示部２７は、ファクシミリ装置１１の動作状態等の各種情報の表
示を行う。鳴動部２８は、呼出信号の検出信号或いは後述するサブＣＰＵ５１からの制御
信号に基づいて鳴動する。
【００１６】
画像メモリ２９は、受信画データや読取部２４で読み取られ、コーデック３０でＭＨ、Ｍ
Ｒ、或いはＭＭＲ方式等で圧縮符号化された画データを一時的に記憶する。コーデック３
０は、読取部２４にて読み取られた画データを送信のためにＭＨ、ＭＲ、或いはＭＭＲ方
式等により符号化（エンコード）する。また、コーデック３０は、受信画データを復号（
デコード）する。
【００１７】
モデム３１は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．２３及びＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．３０に従ったファクシミ
リ伝送制御手順に基づいて、Ｖ．１７，Ｖ．２７ｔｅｒ，Ｖ．２９等のいずれかに従った
送受信データの変調及び復調を行う。
【００１８】
次に、ＮＣＵ１３の構成について説明する。
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記ＣＰＵ（５１）がバ 前記鳴動部を鳴動させ
る制御 うように処理し

前記ＣＰＵ（５１）がバックアップ電源から
電源を供給されることなく前記鳴動部を鳴動させる制御 ように処理する



モデム３１は、トランス４１を介して電話回線Ｌと接続されている。ＣＭＬリレー４２は
、電話回線Ｌとモデム３１との間に配置され、リレー制御部４３からの制御により、電話
回線Ｌを閉結及び開放する。なお、電話回線Ｌは、閉結に伴いモデム３１を介した直流ル
ープを形成し、開放に伴いその直流ループを開放する。ダイヤル信号発生回路４４は、ト
ランス４１とＣＭＬリレー４２との間に配置され、リレー制御部４３からの制御により、
ダイヤル信号を発生する。
【００１９】
呼出信号検出回路４５は、電話回線Ｌに接続され、その電話回線Ｌ上の１６〔Ｈｚ〕の呼
出信号を検出する。そして、その検出信号は、ＣＰＵ２１及び後述するサブＣＰＵ５１に
送出される。
【００２０】
第１及び第２オフフック検出回路４６，４７は、それぞれ付属電話機１４及び子電話機１
５のオフフック（ハンドセットを取り上げた状態）を検出する。そして、その検出信号は
、ＣＰＵ２１及び後述するサブＣＰＵ５１に送出される。
【００２１】
第１リレー４８及び第２リレー４９は、各電話機１４，１５を電話回線Ｌ側と呼出信号検
出回路４５側とに択一的に接続するために設けられている。リレー制御部４３は、ＣＰＵ
２１からの制御に基づいて、ＣＭＬリレー４２、ダイヤル信号発生回路４４、第１リレー
４８及び第２リレー４９を制御する。
【００２２】
モデムダイヤルイン処理部５０は、ナンバー・ディスプレイ機能とダイヤルイン機能とを
備えている。サブＣＰＵ５１には、モデムダイヤルインの設定（ＯＮ）及び解除（ＯＦＦ
）を行うためのダイヤルインスイッチ回路５２と、所定時間の経過を計測するためのタイ
マ５３と、停電時に呼出音を鳴動させるための鳴動部２８と、バックアップ電源とが接続
されている。
【００２３】
また、サブＣＰＵ５１には、ＣＭＬリレー４２と、第１及び第２オフフック検出回路４６
，４７とが接続されている。このため、停電時において、第１及び第２オフフック検出回
路４６，４７でオフフックが検出された場合は、このサブＣＰＵ５１がＣＭＬリレー４２
を制御する。
【００２４】
次に、ダイヤルインスイッチ回路５２について、図面を用いて説明する。
図２に示すように、ラッチングリレーＲｙのＮＯ（ Normally Open）端子には、抵抗Ｒ１
を介してバックアップ電源が接続されている。一方、ラッチングリレーＲｙのＮＣ（ Norm
ally Close）は、接地されている。ラッチングリレーＲｙのＣ（ Common）端子には、ノア
素子ＮＯＲの入力端子ａに接続されている。
【００２５】
このラッチングリレーＲｙは、操作部２６のナンバー・ディスプレイ設定キー２６ａの設
定及び解除に基づいて、ＣＰＵ２１からの制御信号で動作する。すなわち、ナンバー・デ
ィスプレイ設定キー２６ａが設定された場合は、可動接点がＮＯ端子に接続される。一方
、ナンバー・ディスプレイ設定キー２６ａが設定されていない場合、つまり解除されてい
る場合は、可動接点がＮＣ端子に接続される。
【００２６】
なお、ＣＰＵ２１からの制御信号は、ラッチングリレーＲｙに対して所定時間毎に送出さ
れている。すなわち、ファクシミリ装置１１に対して外部から衝撃が加わった場合（例え
ばファクシミリ装置１１が移動された場合等）には、可動接点が、ＮＯ端子又はＮＣ端子
からＮＣ端子又はＮＯ端子に接続される可能性がある。そこで、所定時間毎にＣＰＵ２１
からの制御信号を、ラッチングリレーＲｙに対して送出しているのである。
【００２７】
ノア素子ＮＯＲの入力端子ｂには、インバータＩＮＶ及び抵抗Ｒ２を介してバックアップ
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電源が接続されている。また、インバータＩＮＶを介して、ダイヤルイン設定スイッチＳ
Ｗの端子ａが接続されている。ダイヤルイン設定スイッチＳＷの端子ｂは、接地されてい
る。ノア素子ＮＯＲの出力端子ｘは、サブＣＰＵ５１のＲＥＳＥＴ端子に接続されている
。
【００２８】
なお、本実施形態において、ダイヤルイン設定スイッチＳＷは、ファクシミリ装置本体１
２の背面又は裏面等に配設されている。そして、このダイヤルイン設定スイッチＳＷを操
作してダイヤルインの設定（ＯＮ）を行った場合には、バックアップ電源からの電力が供
給されるように構成されている。従って、このダイヤルイン設定スイッチＳＷを操作して
ダイヤルインの解除（ＯＦＦ）を行った場合には、バックアップ電源からの電力は供給さ
れない。
【００２９】
次に、ダイヤルインスイッチ回路５２の作用について、図３に示すナンバー・ディスプレ
イとダイヤルインとの設定に基づく、動作状態を示す真理値表Ｔを用いて説明する。
【００３０】
［１］ナンバー・ディスプレイ及びダイヤルインが共に設定されていない場合すなわち、
ナンバー・ディスプレイが設定されておらず、且つ、ダイヤルイン設定スイッチＳＷがＯ
ＦＦ（ショート）に設定された場合である。このため、ノア素子の出力端子ｘから「０」
が出力され、サブＣＰＵ５１のＲＥＳＥＴ端子には、「０」が入力される。その結果、バ
ックアップ電源からの電力が供給されず、サブＣＰＵ５１も動作しない。
【００３１】
［２］ダイヤルインのみが設定されている場合
すなわち、ナンバー・ディスプレイが設定されておらず、且つ、ダイヤルイン設定スイッ
チＳＷがＯＮ（オープン）に設定された場合である。このため、ノア素子の出力端子ｘか
ら「１」が出力され、サブＣＰＵ５１のＲＥＳＥＴ端子には、「１」が入力される。その
結果、バックアップ電源からの電力が供給されて、サブＣＰＵ５１が動作する。
【００３２】
［３］ナンバー・ディスプレイのみが設定されている場合
すなわち、ナンバー・ディスプレイが設定され、且つ、ダイヤルイン設定スイッチＳＷが
ＯＦＦ（ショート）に設定された場合である。このため、ノア素子の出力端子ｘから「０
」が出力され、サブＣＰＵ５１のＲＥＳＥＴ端子には、「０」が入力される。その結果、
バックアップ電源からの電力が供給されず、サブＣＰＵ５１も動作しない。
【００３３】
［４］ナンバー・ディスプレイ及びダイヤルインが共に設定されている場合
すなわち、ナンバー・ディスプレイが設定され、且つ、ダイヤルイン設定スイッチＳＷが
ＯＮ（オープン）に設定された場合である。このため、ノア素子の出力端子ｘから「０」
が出力され、サブＣＰＵ５１のＲＥＳＥＴ端子には、「０」が入力される。その結果、バ
ックアップ電源からの電力が供給されず、サブＣＰＵ５１も動作しない。
【００３４】
次に、ダイヤルインのみが設定されている場合におけるファクシミリ装置１１の動作につ
いて、図４に示すフローチャートを用いて説明する。なお、この動作は、サブＣＰＵ５１
の制御により実行される。
【００３５】
ステップＳ１においては、停電が発生したか否かが判断される。停電が発生した場合は、
ステップＳ３に移行する。一方、停電が発生していない場合、つまり通電時には、ステッ
プＳ２に移行する。
【００３６】
ステップＳ２においては、通電時であるため、通電時の処理が実行されて、この処理を終
了する。
ステップＳ３においては、バックアップ電源が機能し、サブＣＰＵ５１、タイマ５３、鳴
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動部２８、ＣＭＬリレー４２、リレー制御部４３、呼出信号検出回路４５、第１及び第２
オフフック検出回路４６，４７に対してバックアップ電源からの電力が供給される。
【００３７】
ステップＳ４においては、呼出信号が呼出信号検出回路４５で検出されるのが待たれる。
ステップＳ５においては、ＣＭＬリレー４２が動作され、電話回線Ｌが接続されて、直流
ループが閉結される。
【００３８】
ステップＳ６においては、タイマ５３によって、所定時間が経過するのが待たれる。
ステップＳ７においては、ＣＭＬリレー４２が動作され、電話回線Ｌが開放されて、直流
ループが開放される。その結果、前述したように、電話交換機が電話回線Ｌを切断する前
に、同交換機に回線開放を確認させることができる。従って、停電時において、プッシュ
トーン信号を検出できない状態でも、電話交換機による電話回線Ｌの切断を阻止すること
ができる。
【００３９】
ステップＳ８においては、呼出信号の検出に基づいて、鳴動部２８が鳴動される。
ステップＳ９においては、付属電話機１４又は子電話機１５のオフフックが検出されるの
が待たれる。具体的には、付属電話機１４又は子電話機１５がオフフックされ、第１又は
第２オフフック検出回路４６，４７でオフフックが検出されるのが待たれる。
【００４０】
ステップＳ１０においては、前記ステップＳ９におけるオフフックの検出に基づいて、鳴
動部２８の鳴動が停止される。
ステップＳ１１においては、発信側との間で、通話が行われる。
【００４１】
なお、前記［１］ナンバー・ディスプレイ及びダイヤルインが共に設定されていない場合
、［３］ナンバー・ディスプレイのみが設定されている場合、［４］ナンバー・ディスプ
レイ及びダイヤルインが共に設定されている場合は、それぞれ呼出信号が交換機から送出
されてくるため、停電時の処理を行わなくても、着呼に応答することができる。その結果
、発信側との間で、通話を行うことができる。
【００４２】
以上、詳述したように本実施形態によれば、次のような作用、効果を得ることができる。
（１）サブＣＰＵ５１のＲＥＳＥＴ端子には、ダイヤルインスイッチ回路５２が接続され
ている。そして、ナンバー・ディスプレイが設定されておらず、且つ、ダイヤルインが設
定されている場合、つまりダイヤルイン設定スイッチＳＷによって、ダイヤルインのみが
設定されている場合において、停電が発生した場合には、バックアップ電源からの電力が
特定の処理動作のみを行うサブＣＰＵ５１等に供給される。一方、ナンバー・ディスプレ
イ及びダイヤルインが共に設定されている場合において、停電が発生した場合には、バッ
クアップ電源からの電力が特定の処理動作のみを行うサブＣＰＵ５１等に供給されるが、
サブＣＰＵ５１のＲＥＳＥＴ端子には「０」が入力されるため、サブＣＰＵ５１は動作し
ない。その結果、ナンバー・ディスプレイとダイヤルインとを併用する場合であっても、
何ら操作することなく、停電時の処理を適切に行うことができる。
【００４３】
（２）しかも、ダイヤルインのみが設定されている場合であって、停電が発生した場合に
のみ、バックアップ電源からの電力が、特定の処理動作のみを行うサブＣＰＵ５１等に供
給される。すなわち、バックアップ電源は、交換機が電話回線Ｌを切断しない程度に、特
定の処理動作のみをバックアップするものである。このため、バックアップ時の省電力化
を図ることができるとともに、バックアップ電源の小型化を図ることができる。従って、
ファクシミリ装置１１を安価に且つ小型にできるとともに、バックアップ電源の長時間化
を図ることができる。よって、バックアップ電源を有効に機能させることができる。
【００４４】
（３）通電時において、ＣＰＵ２１からの制御信号は、ラッチングリレーＲｙに対して所
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定時間毎に送出されている。このため、ファクシミリ装置１１に対して外部から何らかの
衝撃が加わった場合でも、可動接点がＮＯ端子又はＮＣ端子からＮＣ端子又はＮＯ端子に
長時間接続されることはない。従って、通電時において、ラッチングリレーＲｙが動作さ
れて、バックアップ電源の電力が無駄に消費されることを確実に防止することができる。
【００４５】
なお、前記実施形態は、次のように変更して具体化することも可能である。
・サブＣＰＵ５１を設けることなく、停電時であってもＣＰＵ２１にサブＣＰＵ５１の制
御を行わせるように構成しても良い。
【００４６】
さらに、上記実施形態より把握される請求項以外の技術的思想について、以下にそれらの
効果と共に記載する。
〔１〕ダイヤルイン処理を行うダイヤルイン処理手段と、停電時にダイヤルイン処理を行
う停電ダイヤルイン処理手段とを備えた通信端末装置において、ナンバー・ディスプレイ
処理を行うナンバー・ディスプレイ処理手段を備え、ダイヤルインのみが設定された場合
において、停電が発生した場合には、停電ダイヤルイン処理手段を動作する停電制御手段
を備えた通信端末装置。
【００４７】
このように構成すれば、ナンバー・ディスプレイとダイヤルインとを併用する場合であっ
ても、何ら操作することなく、停電時の処理を適切に行うことができる。
【００４８】
〔２〕前記〔１〕に記載の通信端末装置において、ダイヤルイン処理手段は、モデムダイ
ヤルイン処理手段の一部を構成する通信端末装置。
このように構成すれば、ダイヤルイン処理手段をモデムダイヤルイン処理手段で行うこと
ができる。
【００４９】
〔３〕通信端末装置において、停電ダイヤルイン処理手段は、停電モデムダイヤルイン処
理手段の一部を構成する通信端末装置。
【００５０】
このように構成すれば、停電ダイヤルイン処理手段を停電モデムダイヤルイン処理手段で
行うことができる。
【００５１】
【発明の効果】
　本発明は、以上のように構成されているため、次のような効果を奏する。
　請求項１に記載の発明によれば、ナンバー・ディスプレイとダイヤルインとを併用する
場合であっても、何ら操作することなく、停電時の処理を適切に行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】一実施形態におけるファクシミリ装置の構成を示すブロック図。
【図２】ダイヤルインスイッチ回路を示す回路図。
【図３】ナンバー・ディスプレイとダイヤルインとの設定に基づく、動作状態を示す真理
値表。
【図４】ダイヤルインのみが設定されている場合における動作を示すフローチャート。
【符号の説明】
１…通信端末装置としてのファクシミリ装置、２１…通電制御手段としてのＣＰＵ、５０
…停電ダイヤルイン処理手段及び停電モデムダイヤルイン処理手段を構成するモデムダイ
ヤルイン処理部、５１…停電制御手段としてのサブＣＰＵ。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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